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障がい当事者部会 報告書 

会議名 第１回 障がい当事者部会 

開催日時 令和４年８月 16 日（火）10 時～12 時 

開催方法 オンラインを併用した対面開催（板橋区役所 北館９階 大会議室Ａ） 

出席者数 ７名（内オンライン４名） 傍聴者数 ３名 

 

報告事項（３件） 

議題名 サポートファイルについて 

概要 

・これまで、主に障がい児部会にて検討、作成を進めてきたサポートファイルについて、

運用を開始する前に、当部会委員へその内容を報告（運用開始は令和４年度を予定）。 

・サポートファイルは、乳幼児期や未就学期、学齢期、青年期といったライフステージ

ごとの支援に関する資料を綴じた「相談・支援ファイル」である。 

主な意見・ 
質問 

・教育委員会で作成している就学支援シートと連携して使えるとよい。 

・記入項目をもっと増やしてほしい。 

 （逆の意見として）記入項目が多いと、記入を諦めてしまう可能性があるため、余白

等を多くしてフリーに記載できるようにしたほうが書きやすいと思う。 

・重身の場合、「できない」にチェックすることが多くなるが、その分「できる」ことが

増えたときの喜びもある。 

・障がい年金の申請時、成育歴等を記載する必要があるため、うまく活用できると思う。 

・周知が重要だと考える。活用してもらえなければ意味がない。 

・個人情報保護の観点から、支援に関わらない第三者へコピーを渡すなどの二次的利用

を禁止する旨、注意書きが必要である。 

今後の 
方向性 

・関係機関への周知について、引き続き対応していく。 

・個人情報の記載について、追記するなどで対応する。 

・運用後、必要に応じて、適宜、当部会へ情報提供していく。 

 

議題名 板橋キャンパス跡地活用プランに基づく障がい者（児）福祉施設整備事業の現況について 

概要 
板橋キャンパス跡地における福祉施設の整備について、事業の見直しを行うことになっ

た旨を報告。 

主な意見・ 
質問 

・このようなところにもコロナの影響があるのかと、残念である。一日でも早く実現し

てほしいと願う。 

・今後のスケジュールについて教えてほしい。 

→スケジュールについては、検討段階。見通しがついた時に報告する。 

・この結果を踏まえ、緊急時の受け入れについてはどのように考えているのか。 

→赤塚ホーム以外における緊急保護事業についても、板橋キャンパスでやれるかどうか

を含め、積極的に進めていきたいと考えている。 

・板橋区民以外の者も利用することができるのか。 

→原則、板橋区民の方が優先的に使うことができる施設である。 

今後の 
方向性 

事業の見直しの経過、進捗状況等について、適宜報告の機会を設ける。 
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議題名 板橋区障がい者計画 2026 等策定に伴う実態調査（アンケート）について 

概要 

・令和５年度の計画策定に向けた基礎資料とするため、今年度、障がい当事者やその家

族を対象としたアンケートを行う。 

・本アンケートについては、協議会本会にも報告し、意見を頂戴している。 

・郵送回答以外に、Web でのアンケートも用意し、回答率アップをめざしている。 

主な意見・ 
質問 

・あいぽーと利用者 279 名のうち、障がい者手帳を取得していない方が約５割、障 

がい福祉サービスを利用していない方が８割いるとわかった。今度の計画では、まだ

まだ生活に生きづらさを感じている方も考慮したものとなることを期待する。 

・アンケートを通じて、支援を受けていない方に向け、サービスの内容や相談先の案内

ができないか。 

→今年度のアンケートに組み込めるかは定かではないが、継続して検討していく。 

 （→R4.10 月現在、あいポートに依頼し、利用者の方にアンケートを配布した。） 

今後の 
方向性 

・調査結果等、必要に応じて、適宜、当部会へ情報提供していく。 

 

 

協議事項（１件） 

議題名 第８期障がい当事者部会の意見集について 

概要 

・社会へ当事者の声を伝えるツールの一つとして、これまで議題とした各部会の質問及

び当部会員の意見を整理して、意見集にまとめた。 

・今後も、議題とした質問や意見は、意見集に継ぎ足していきたい。 

・質問や意見の量、意見集としてのまとめ方などが整理されたら、ホームページなどで

発信し、障がい理解の促進を図る。 

主な意見・ 
質問 

・このような形に残ることを想定せずに意見を述べていたため、今後は意識して議論し

たい。 

・当事者の声を率直に伝えるものとして、良い取組みだと考える。 

協議結果 意見集の記載内容について、改めて部会員の意見を伺い、整理していく。 

 


